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もよいと報告されている（Haskell et al., 2007）．日本で

















（Tucker et al., 2011）．また，加速度計で評価したガイド
ライン充足者は 5 %未満と，非常に少ないことも報告さ



















Physical Activity Questionnaire : IPAQ）を作成し，2002
年には，少ない項目数で場面別の評価が可能な世界標準









合わせて調査した．加速度計としては，Active style Pro 
HJA-350IT（オムロンヘルスケア）を用い，ライフコー
ダEX/GS（スズケン）についても合わせて検討した． 
　GPAQ日本語版の作成に際しては，プロジェクトメン
バーにより日本語翻訳をおこなった後，英語への逆翻
訳をおこない，GPAQ開発者のひとりであるDr. Fiona 
Bullに内容確認を依頼した．そこで，指摘された事項を
修正した上で，一般住民20人に対するパイロットテスト
をおこない，指摘事項に答える形でレイアウトを工夫し，
質問票を完成させた．
【成果】
　以上のまとめとして，本研究プロジェクトでは
①GPAQ日本語版を作成した．
②加速度計を用いて身体活動を評価する上での条件設定
の統一を行った．
③国際的に使用されているActiGraphとの整合性を図り
ながら，Active style Proの解析マクロを作成した．
　今後，これらの研究成果を多くの学会員に利用してい
ただけるように，情報を発信していく予定である．
